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クロマグロThunstyns( NNE 7J ごJJに広 く分布 し,わが国近海にnu nu LI f rh )は仙界の温･ および熟･,

来遊するマグロ類 Jllもっとも多く,初夏には東北,北海道から千島に及んでいる｡その味はマグロ

類 -rrlもっとも優れ,刺身,照焼,まぐろ節,缶詰,魚肉ソーセージ,ツナ-ム等の原料として利用

されているl)｡ 最近わが国では経済成長に伴 って,マグロ類の需要が伸びる傾向にあり,欧米でも

需要が大きくマグロ漁篭を新に始めるものが増加 し,公海におけるマグロ漁業は規制を迫 られてい

る現状である｡ところがクロマグロの初期生態についての報告 2'はあるが幼魚を飼いつけて長期間

飼育することは難 しいといわれ,長崎県水産試験場では1969年に 11盲餌についたが40日で死亡 した

という*. そこで筆者 らは わが凶近海に来遊するクロマグロ幼魚を飼いっけこれを親魚にまで育て

ることを目標に,本年は紀伊半鳥沿鼎 こ来遊するクロマグロ幼魚を釣と定置網の 2方法で漁獲 し,

それらを飼いつける試験を行なったところ, その生抜率は定置網によった方が はるかに高かった

が,釣によった場合でも餌料を摂取 し,成長がみられ,いけす網内で飼育可能なことが明かとなっ

た｡ ここではその研究の概要を報告する｡

実 験 お よ び 結 果

釣によって捕獲 した場合と定置網で捕獲 した場合についてクロマグロ幼魚を飼育 し,捕獲方法と

飼育後のクロマグロの生残率について比較 した｡ 

1.釣によって捕獲 した場合 

1970年 8月10日から17日までの問に,筆者 らは本学水産研究所白浜実験場の第10近大丸 (2･1トン)

および第 15近大丸 (2.0トン)に乗船 し,紀伊半見西南に当る枯木灘に出漁 し,引なわ釣でクロマ

グロ幼魚 (ヨコワ)を捕獲 した｡釣には擬似餌を用いたが午前 5時から7時までおよび午後 5時か

ら6時までの朝夕 2rT F1I紺 ･Iよく釣れるE-JF があったo釣 った幼魚は直ちに同じ船の活魚倉に収容し,

白浜Enl地先の近畿大学L]浜実験場の綱いけすへ輸送 したが漁場から 1- 1･5時間を要 した｡釣 った

時の r,,･ 5m,r 2c c ( ae l .'均的な魚体は全長 2c Eさ体長 3m,休高 6 m,体重 300gであった Plt A)

釣り上げた幼魚は比較的おだやかで,クモ網の巾でも暴れ廻るものは少なく,静かに活魚倉に移す

と,倉の)周囲に突き＼'ることなく,倉E,_に添 ってその廻 りを群をなして泳いだ Plt ｡ 飼育-1 f ( aelB)?･

用綱いけすは縦 7.2m,肌 7.2m,深さ 3.6mのもので,田辺湾の奥部で, 白浜町地先畠鳥の南

西約 300m に設置したものである｡この間に網いけすに収容 したものは 25尾であったが,この中

の 8-9J引ま捕獲後 3-5日でサバ,イカナゴ,カタクチイワシ等を摂収 した｡摂餌動作はブリ幼

狗 (-マチ)より活発で,下層から上佃へ急に現われ 餌を摂収後下層へ消えるが,その速度がブ 

*-:崎県水産試験場i'柿藤m矢郎氏の談話によるIi Lr
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リより速いように感じられた｡ 9月 1日 (捕獲後15-22日)に数えたところ 8尾が生存 し,捕獲時

より成長 したことが肉眼でも明かであった｡この間の水温は 27 9C, 海水比重は ♂1 4-2-2o 5=1′ 6

で幼魚の生残率は28%であった｡死魚は吻端,体側,尾鰭などが損傷 していた｡ 

2. 定置網で捕獲 した場合 

1970年 9月 10日から11日までの 2日間に, 和歌山県串本町通夜島の沿岸に設置 した定置網 (野

口漁業生産組合所有)に入 ったクロマグロ幼魚31尾を同日定置網の側に設置 した小型綱いけす (4.5 

m角)に収容 し,9月12日串本町大島の-マチ養殖場へ小型網いけすを曳航 して移動 したCその間

の距離は約 2800mで移動に約 1時間を要 した｡大島の- マチ養殖場-到着 した幼魚は縦 6m,横 

6m,深さ 5mの網いけすへクモ綱を使わず泳がせて移 した｡幼魚の 1部は同日午後から死んだ小

魚の餌を摂取 し始め,その後数 日の問に大部分の幼魚がカタクチイワシ,サバ,イカナゴ等の冷凍

品を摂取するようになった｡ 9月27日 (捕獲後16-17日)に数えたところ27尾が生存 し,生残率は 

87.1%であったっこの間の水温は23-29oC,海水の比重 ♂15=18-26であった｡ 9月10日全長 33 

cm,体重 500g前後の幼魚は10月25日には平均全長 41cm,体重 1,072gに成長 し,その中でも大

きいものは全長 46cm,体高 11,2cm,体重 1,480gとなっていた｡死亡魚は大部分が捕獲後 4日

以内に生 じ,いずれも吻端,頭部,体側,尾鰭等に外傷が見 られた｡

考 案

釣によって捕獲 した方が定置網によって捕獲 した場合に比べ, クロマグロ幼魚の生残率が遥かに

低かったが,この原因は釣上げ,活魚倉へ移 し,漁場か ら養殖場へ運搬する等の作業により,魚体

にひどい損傷を与えたためと考えられる｡その際,損傷の少ないものは餌につき傷が回復 して生残

ったと考えられるO しかし,釣によるクロマグロ幼魚の漁獲量は定置網による場合に比 し遥かに大

きいので,将来,養成事業が盛んとなった場合にはこれに依存せねばならないと考えられるO した

がって,今後は定置網によるほか,釣による捕獲および輸送の際の取扱い方をも研究 し,生残率の

向上をはかり,将来の養成種菌の需要にこたえるべきであろう｡ クロマグロ幼魚は冷凍または生鮮

魚を摂取 し,成長が見 られることが明かとなったので,今後種苗の供給が安定 し,飼いつけ技術が

向上すれば,現在行なわれているような- マチ養殖型の養殖法がより大規模に行なわれ親魚の養成

も可能となるものと思われる｡本実験に用いた養成用網いけすは,クロマグロの運動に比 し,狭 く,

またその設置位置も内湾に過ぎたと考えられる｡将来,より広い養殖場で, しかも,噴流の外洋水

の影響の大きな場所で飼育すればより速い成長が期待されるであろう｡



156 近 畿 大 学 農 学 部 紀 要 第 4号 (1971)


摘 要 

1･ 1970年 8月10-17日紀伊半島西岸枯木灘でクロマグロ幼魚を釣によって捕獲 して和歌山県白浜

の近畿大学養殖場へ輸送 し,網いけすで飼育した｡ 

2･ 同年 9月10-11日紀伊半島南端通夜島の沿岸定置網に入ったクロマグロ幼魚を和歌山県串本町

大島地先養殖場へ輸送して同じく網いけすで飼育 した｡ 

3･ その結果,いずれの場合も捕獲したマグロ幼魚の 1部は捕産後 3-5日後からサバ,カタクチ

イワシ,イカナゴ等の冷凍生鮮魚を摂取 し,成長がみられたが,捕獲後約半月の生残率は釣の場

合は28%,定置網の場合は87%であった｡ 

4･ 死亡 した魚は吻端,頭部,体側,尾鰭などに外傷があり,釣によって捕獲 した場合の方がその

率が高かったことから,死亡の原因は捕獲から養殖いけすへ収容するまでの取扱いによる損傷と

考えられる｡ 

5･ 今後捕獲時の取扱いの研究を進め,生残率を高めることができれば,ハマチ型の養殖がクロマ

グロにおいても行なわれ,それが親魚にまでも養成される可能性があると思われる｡
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